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 サーバ： DELL PowerEdge 2950
 CPU: Xeon 5160(3GHz)
 メモリ: 4GB
 ハードディスク: 約600GB(Raid5)
 OS: Red Hat Enterprise Linux 4 ES
 DBMS: PostgreSQL 8.2
+バックアップ装置(NAS)、無停電電源装置
構築・運用はネットワーク運用センターが担当
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②アイテムマッパーで
各教員に紐付ける
①登録論文は
資料別に分類
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刊行年、
原稿バージョンを 
入れる予定
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構築までの経緯
「機関リポジトリ」との出会い
平成15年10月
第44回中国四国地区大学図書館研究集会
「千葉大学附属図書館における学術情報発信」加藤晃一
http://mitizane.ll.chiba-u.jp/meta-bin/mt-pdetail.cgi?cd=00020251
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平成18年度
4月「2006年度私立大学図書館協議会西地区部会 
中国・四国地区協議会総会」
平成17年度CSI委託事業事例報告（広島大学、山口大学）
学位論文、紀要→電子化及び公開済み
雑誌掲載論文等→教員評価システムでの蓄積
すでに 
取り組んでいる
機関リポジトリ導入の下地はできている！
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教員評価システム
本学では、平成15年度から人事制度とリンクした教員評価システムを導入しており、 
評価制度として、発表された学術論文や作品等が評価対象の一つとなっている。教員 
は、教員評価委員会に対し、論文の原文または複製を提出するよう義務づけられてい 
るため、これらの論文が大学に集積されるようになっている。
教員評価システムとの連携
平成18年度教員評価システムにおいては、教員評価委員会の協力を得て、機関リポ 
ジトリでの公開の可能性が高い著者最終稿ファイルも収集し、併せて公開承諾書の提 
出をお願いした。
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18年5月 作業部会設置。学長の承認を得る。
〃 平成18年度次世代学術コンテンツ基盤共同構築 
事業 委託事業応募
7月 〃 採択
〃 大学運営委員会において採択を報告
10月 教授会において取り組みを説明
19年2月 教員評価システムとの連携
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平成19年度
（CSI委託事業継続）
5月 テストサーバ設置
9月 教職員懇談会においてリポジトリ公開を周知及び 
論文提供を依頼
〃 高知工科大学学術情報リポジトリ試験公開 
（準備サイト公開）
10月 一般公開（準備サイト→案内サイトへ名称変更）
11月 運用指針施行
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図書館実務担当者の取り組み
学術機関リポジトリ構築連携支援事業
ＤＲＦ
各機関リポジトリの案内サイト
リポジトリ担当者のブログ
まずは情報収集！
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機関リポジトリには、 
リポジトリに関する情報が満載！
Junii+で一気に検索
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学内説明会の資料作成（その1） ＜教授会＞
問い合わせ・・・0件
失敗！
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学内説明会の資料作成（その2） ＜教職員懇談会＞
問い合わせ・・・3件 論文登録3件
少ないけれど、 
手応えに！
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発表時間に見合ったプレゼン量
文字に頼らない
詳細は書かない→詳細は準備サイトへ
専門用語はできるだけ使わない
経験
当日の会議の様子
短時間で簡単なプレゼンが効果的
注意点
ポータル担当者研修
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公開承諾書の作成
著者本人用
共著者用
博士学位論文用
 （英文バージョン）
運用指針案の作成
著作権ポリシーの調査（SHERPA/RoMEO, SCPJ）
取り組みについて紀要論文を投稿（教員の協力）
DRFの[トピック]に 
運用指針一覧あり
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今後の予定と課題
登録件数の増加
学術雑誌掲載論文の収集
出版社版利用可の雑誌論文をリスト化し、教員に配布
過去の教員評価システムの収集論文等を整理
電子化済み
著作権処理
論文以外の成果物の収集（研究報告、展示会資料など）
広報活動
ちらし作成（ILL複写物、論文リスト配布時に同封）
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問題点
教員との接点
登録する論文を創生するのは教員（研究員）
→論文リスト配布時がチャンス
教員評価システムとの連携
教員DBとの連携
→リポジトリは公開サーバ？
人員不足
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新しい情報発信が 
始まります。
試験公開：平成１９年９月５日
一般公開：平成１９年１０月１日
高知工科大学学術情報リポジトリ 
http://kutarr.lib.kochi-tech.ac.jp/dspace/
案内サイト 
http://kutarr.lib.kochi-tech.ac.jp/ir/
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ご清聴ありがとうございました。
